
広報ふくつ7 広報ふくつ 6

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

▲絵本を見ると心が躍ります

【問い合わせ】子育て支援センターなかよし
　　　　　　☎35･8382

▲こどもの国
ホームページ

　市は、乳幼児の子育てを応援しています。み
んなで手を取り合って健やかな子どもを育てま
しょう。こどもの国ホームページでは市内の子
育て施設やサービスなどを紹介しています。

「
い
つ
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の

か
」
「
排
泄
の
し
く
み
っ
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
」
な
ど
、
み

ん
な
で
話
を
し
な
が
ら
、
子
ど

も
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

進
め
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
。
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
７
月
８
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
前
11
時

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
人

受
付
期
限
　
定
員
に
な
り
し
だ

い
終
了

　
月
に
一
度
、
お
も
ち
ゃ
病
院

を
開
院
し
て
い
ま
す
。
大
好
き

な
お
も
ち
ゃ
や
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
も
の
、
か
つ
て
保
護
者

が
遊
ん
で
い
て
、
わ
が
子
に
も

ぜ
ひ
遊
ば
せ
た
い
と
思
う
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
が
診
察
し
、
修
理
を

し
ま
す
。 

日
程
　
７
月
17
日
（
金
）
※
毎

月
第
３
金
曜
日
に
実
施
　

受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後

３
時

場
所
　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

費
用
　
１
つ
に
つ
き
1
0
0
円

※
部
品
代
が
別
途
必
要

　
男
性
保
育
士
と
一
緒
に
、
親

子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
７
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

対
象
　
父
親
と
０
・
１
歳
児

定
員
　
先
着
10
組

受
付
期
限
　
定
員
に
な
り
し
だ

い
終
了

講
師
　
大
和
保
育
所
　
保
育
士

渡
辺
誠
一
さ
ん

①
②
③
の
受
付
、
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か
よ

し
☎
３
５
・
８
３
８
２

　
絵
本
は
子
ど
も
が
最
初
に
出

会
う
本
で
す
。
ま
だ
、
文
字
が

読
め
な
い
子
ど
も
は
、
絵
の
細

か
い
部
分
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
で
、

絵
と
言
葉
が
結
び
つ
き
、
聴
く

力
や
言
葉
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
絵
本
を
通
し
て
疑
似

体
験
を
し
、
登
場
人
物
の
気
持

ち
や
情
景
を
想
像
す
る
な
ど
、

想
像
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
な
ど

身
近
で
大
好
き
な
人
に
読
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
幸
福

感
を
感
じ
、
信
頼
関
係
が
育
ま

れ
ま
す
。

　
子
ど
も
は
何
度
も
同
じ
絵
本

を
選
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
が
同
じ
絵
本
を
持
っ
て
き

た
と
き
は
、
何
度
で
も
読
ん
で

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
同
じ
絵
本
を

何
回
も
読
む
こ
と
で
楽
し
さ
が

増
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
発
達
に
よ
っ
て
、

興
味
の
あ
る
絵
本
は
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
対
象
年
齢
を
書
い

て
い
る
絵
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
絵
本
を
読
ん
だ
後
は
、

内
容
の
質
問
な
ど
は
あ
ま
り
せ

ず
に
、
心
の
中
に
残
っ
た
思
い

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か

よ
し
で
は
、
ぴ
よ
ぴ
よ
タ
イ
ム

や
と
も
だ
ち
タ
イ
ム
の
と
き
に
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
家
庭
で
は
経
験
で

き
な
い
大
型
絵
本
も
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か
よ

し
で
も
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

なかよし通 信

わ話

わ
和

わ輪
情 

報
コ
ー
ナ
ー

て
育
子
の
児

乳
幼

　笑
っ
て「
話
」し
て「
和
」ん
で

子
育
て
の「
輪
」を
広
げ
ま
せ
ん

か
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
知
り
タ
イ
ム
話
し
タ
イ
ム

〜
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

②
お
も
ち
ゃ
病
院

③
育
児
講
座
〜
男
性
保
育

士
と
親
子
で
遊
ぼ
う
〜

　　
ふ
く
つ
観
光
協
会
の
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト

(

＠fukutsu_kankou)

を

フ
ォ
ロ
ー
し
、
応
募
す
る
と
抽

選
で
５
人
に
宮
地
嶽
神
社
エ
ー

ル
な
ど
の
美
味
し
い
福
津
の
お

土
産
品
が
当
た
り
ま
す
。
な

お
、
既
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る

人
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
観
光
協
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
６
月
25
日
（
木
）
〜
６

月
30
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
ふ
く
つ
観
光
協

会
　
☎
４
２
・
９
９
８
８

　
津
屋
崎
祇
園
山
笠
に
関
す
る

貴
重
な
写
真
や
法
被
・
提
灯
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
27
日
（
土
）
〜
７

月
20
日
（
月
）※

７
月
14
日

（
火
）
は
休
館
日

　
書
と
て
ん
刻
の
教
室
で
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
７
月
の
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

費
用
　
１
回
千
円
　
　
　
　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
津
屋
崎

千
軒
な
ご
み
☎
５
２
・
２
１
２

２

ふ
く
つ
観
光
協
会

ふ
く
つ
観
光
協
会

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ロ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ふ
く
つ
観
光
協
会

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ロ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

青
山
正
泉
木
ご
こ
ろ
書
の
会

あ
お
や
ま
せ
い
せ
ん

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
の
人
な
ど
誰
で
も
気

軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

日
時
　
7
月
21
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

費
用
　
参
加
費
と
し
て
１
０
０

円

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
津
屋
崎

津
屋
崎
祇
園
山
笠
歴
史
展
示

▲美しい景色を楽しめる福津の海

▲貴重な展示資料に見入る来館者

▲オレンジカフェに集う参加者

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
開
催
を
予
定
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
・
企
画

な
ど
が
中
止
や
延
期
、
内

容
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

主
催
団
体
な
ど
に
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

Pickup Events まちの観光イベントをご
紹介

は
っ
ぴ

ち
ょ
う
ち
ん

　福津いいざいは、お魚センター加工場を運
営しています。総勢６人のスタッフが、福津で
水揚げされた魚などの加工作業を行ってい
ます。その中の一人、魚住恭子さんは、魚の
扱い方、保存方法や調理方法など漁師の妻
として培ったノウハウを余すところなくスタッ
フに伝授してくれています。津屋崎産のわか
めを塩漬けしたいいざいオリジナルの「恋の
浦わかめ」も魚住さん秘伝の製法。「安心・
安全な福津の
海産物を皆さ
んにぜひ食べ
てほしい」と話
してくれまし
た。

今日の「いいざい」
漁師の味を伝える魚住恭子さん

問い合わせ　福津いいざい☎72･6333

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

▲魚住さん（左から2番目）とスタッフの皆さん

津屋崎祇園山笠今昔展
　津屋崎千軒のまち並みや山笠の写真、祇園祭にちなんだ
道具や衣装と、地元の人が手作りした４分の１の大きさの山
笠も展示します。
期間　7月1日（水）～7月22日（水）※最終日は午後2時まで
藍の家放送局
　井上あきひろさんのギター演奏です。懐かしいフォークソ
ングをたっぷり聴かせてくれます。
日時　7月19日（日）午後1時～午後3時　
藍染め体験
　この時期にしかできない、藍の葉を叩いて葉の形をそのまま
生かす叩き染めと、藍染めを組み合わせてバンダナを染めます。
日時　7月29日（水）午前10時～午後１時　
費用　2,000円
持参品　ビニール手袋、エプロン　※要予約
七夕祭り
　1カ月遅れの七夕祭りです。短冊に願いを書きましょう。
期間　7月26日（日）～8月7日（金）　
●受付、問い合わせ　津屋崎千軒民俗館藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）




